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論文審査の要旨 

 

従来、溺死診断は解剖学的所見に加えて、溺水に含まれているプランクトンを肺・肝・

腎から検出する壊機法によって行われていた。しかし、壊機法は強酸での分解後、骨格

が保持されている珪藻類しか検出できず感度が十分でなく、また、浴槽内での溺死診断

は浴槽水にプランクトンが含まれていないことから浴槽水中の死体の診断には用いる

ことができない。本研究では、浴槽での溺死も含めて溺水吸引の指標として、上気道常

在細菌 2 菌種の遺伝子に加え、溺死場所の推定を目的として、淡水の指標細菌 2 菌種と

海水の指標細菌 1 菌種の計 5 菌種の遺伝子を一度の PCR で検出できる簡便な方法を開

発した。この方法を用いて 41 溺死事例を解析したところ、肺・肝・腎・心臓血・胸水か

ら上記細菌が検出され、解剖学的所見とよく一致し、また、胸水からの検出率は 100%で

胸水から抽出した DNA を用いた報告はこれまでなく、今回開発した方法は壊機法より

短時間で高感度で溺死診断の精度向上に寄与することが判明した。また、淡水・海水・

浴槽水の溺死場所の特定を可能にし、一度の PCR で 5 種の細菌の検出ができる簡便な

方法であることから、本研究は、法医学の分野に寄与する研究であると評価できる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに法医学の進歩に寄与するとこ

ろが大きいと認める。 
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